
（様式１）

１　施設名 (所管課）

２　施設所在地
砺波市頼成156

３　施設設置年度
昭和50 年度

４　設置目的

５　施設概要

６　指定管理者　　　　

７　指定期間
5 年

～

８　利用者数及び利用（使用）料金収入の状況

　(1)利用者数（人）　　※この他、参考となる指標があれば追加

H27 H28 H29 H30 R1
164,288 153,623 152,098 153,609 158,634

　(2)利用（使用）料金収入（千円）
H27 H28 H29 H30 R1
― ― ― ― ―

　(3)利用料金収入見込み額（利用料金制導入施設の場合）

H27 H28 H29 H30 R1
― ― ― ― ―

令和元年度指定管理者による公の施設の管理状況評価表

県民公園頼成の森 自然保護課

　県民公園の自然風致公園として、県民に森林を生かした休養、レクリエーショ
ンの場を提供することを目的として設置された公園で、森林と花しょうぶ園の適
切な管理を行うとともに、森林学習の場として森林科学館の有効活用を図る。

・敷地面積
１１５ｈa
・主な施設
森林科学館：木造平屋建て ３６１．１６４㎡
水生植物園：約６ｈa 花しょうぶ（６００品種、７０万株）
遊歩道：総延長13.4km
展示林（第２０回全国植樹祭会場跡地）
バーベキュー施設：８人用１０卓

公益財団法人　花と緑の銀行

平成30年4月1日 令和5年3月31日



９　評価項目

(1)利用者数･収入の増減に対する評価

(2)サービス向上に向けた取組み

(3)利用促進（収入増）に向けた取組み

(4)利用者のニーズ把握や苦情への対応

①アンケート結果
実施方法
回答者数
結果
結果を踏まえた
改善事項

②その他利用者の声を反映させる取組み

(5)個人情報保護の取組み

(6)関係団体との連携

(7)施設・設備の維持管理

第34回頼成の森花しょうぶ祭り来園者へのアンケート
318件　

 利用者のニーズを的確に把握するために、来園者や各種イベント参加者を対象に
聞き取りやアンケート等を実施した。

③主な苦情と対応

　個人情報に関する指針を定めて職員に周知を図っており、適切な個人情報保護が図ら
れている。

 花しょうぶ祭り実行委員会の一員として、砺波市観光協会、砺波商工会議所、地元自治
振興会等の関係団体と連携をとりながら、祭りを開催・運営した。

　より開かれた県民公園とするため、夏休みの子ども向けイベントを充実するとともに、令
和元年度には、森林科学館内展示の更新や周囲の花壇の整備を行った。

　イベント情報をより多くの県民が得られるよう、令和元年度にはパンフレットを砺波市内
の全ての幼稚園・保育園、市外の児童施設や道の駅等に配布するとともに、ホームペー
ジ、ブログ（頼成の森だより）、各種配布物によって、頼成の森の自然イベント情報をリア
ルタイムで提供した。

 適切に管理されている。

　目標値は、入園者数150千人、花しょうぶ祭り60千人である。令和元年度の実績は、入
園者数158,634人、花しょうぶ祭り来場者数55,014人。花しょうぶ祭り来場者数が目標値の
91％（週末の悪天候によるもの）にとどまったものの、入園者数に関しては、平成30年度を
上回り、目標を達成した。

花しょうぶの見ごろに合わせた祭り開催時期を検討。

スタンプラリーのスタンプが雨に濡れて押しにくい→テント設置で対応

「大変楽しかった」が43％、「まあまあ楽しかった」が55％　等



(8)危機管理・安全管理などの取組み

10　所管課の管理運営確認状況 有／無 回数(有の場合)
　①定期報告の受理　 有 12
　②維持管理・運営状況等の担当職員現地確認 有 10
　③個人情報に関するトラブルの有無　 無 ― 
　④危機管理・安全管理上のトラブルの有無 無 ― 

【トラブルの具体的内容と対応】

11　今後の課題等（収入確保、経費削減、サービス維持向上等の観点から今後の課題を記載）

  　　

無

・入園者数の目標は概ね達成されているが、今後も多くの方に来園していただけるよう、
来園者や各種イベント参加者を対象としたアンケート調査により利用者ニーズを的確に把
握し、来園者への適切な情報提供やサービス向上に取り組んでいただきたい。
・森林を生かした休養・レクリエーションの場として、多くの県民に安全で良好な状態で施
設が利用できるよう、引き続き施設の巡視等に取り組む必要がある。
・遊歩道の木柵、木製階段等の施設は老朽化が進んでおり、引き続き、日々の点検の実
施と適時補修を行っていく必要がある。

天狗山周辺や千段の坂等の遊歩道沿い及び管理道沿いの枯損木を処理し、利用者へ
の安全確保に努めた。


